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令和６年度第２回目黒区障害者自立支援協議会本会議 
報告事項 （相談支援部会） 

１．活動報告及び活動を通じて得た課題 

（１）活動報告 

７月 目黒区障害者支援課と相談支援専門員との懇談会 

   令和６年度障害福祉報酬改定に関するＱ＆Ａ 

８月 課題抽出のための事例検討会実施 （25名参加） 

（ヘルパー不足によってサービス利用に影響がある事例） 

９月 懇談会、事例検討会の振り返り 

勉強会企画 「意思決定支援について」 

相談支援事業所 PR動画作成の話合い 

（２）活動を通じて得た課題 

※各部会の所掌する障害の分野に関する課題や他の部会と共有して解決すべき課題に

ついて記載してください。 

 上記事例検討会にて話し合った 

 

 

 

 

 

 

２．本会議で協議したい事項 

この度の本会議で協議したい事項がある場合は、事前に事務局宛てにご連絡をいただ

くとともに、その協議内容の具体的な説明をお願い致します。 

 

特になし 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度第２回本会議資料３ 

令 和 ６ 年 １ ０ 月 ２ ５ 日 

健康福祉部障害施策推進課 
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令和６年度第２回目黒区障害者自立支援協議会本会議 
報告事項 （高齢化・グループホーム対策部部会） 

１．活動報告及び活動を通じて得た課題 

（１）活動報告 

 

第１回部会を１０月２２日に開催予定。 

事例報告を軸に、年度後半の部会運営方法についても話し合う予定。 

（２）活動を通じて得た課題 

※各部会の所掌する障害の分野に関する課題や他の部会と共有して解決すべき課題に

ついて記載してください。 

  

高齢の家族との関わり方に逡巡し、月日が経過するほどに、利用者支援の状況は厳しくなっ 

てゆく。自事業所で行う支援とは別に、外部機関との連携により進める支援においては、 

目標達成時期の設定と、進行管理の意識も大きく求められる。 

 

２．本会議で協議したい事項 

この度の本会議で協議したい事項がある場合は、事前に事務局宛てにご連絡をいただ

くとともに、その協議内容の具体的な説明をお願い致します。 

 

特になし 
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令和６年度第２回目黒区障害者自立支援協議会本会議 
報告事項 （一般就労部会） 

１．活動報告及び活動を通じて得た課題 

（１）活動報告 

第１回部会 

 ・6月 24日（月）16:30～18:00 

  ・参加人数  15名 

 ・内容    6年度の活動について 

第 2回部会 

 ・9月 24日（火）①10:30～11:00  ②14:00～14:30  

  ・参加人数  10名 

 ・内容    就労移行支援事業所見学 

第 3回部会（施設就労部会と合同開催）※予定 

 ・10月 21日（月）16:30～18:00 

  ・参加人数   

 ・内容    ①就労選択支援の概要   ②障害福祉サービスの一時利用概要 

 

（２）活動を通じて得た課題 

※各部会の所掌する障害の分野に関する課題や他の部会と共有して解決すべき課題に

ついて記載してください。 

 

  特にありません 

 

 

 

２．本会議で協議したい事項 

この度の本会議で協議したい事項がある場合は、事前に事務局宛てにご連絡をいただ

くとともに、その協議内容の具体的な説明をお願い致します。 

 

特になし 
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令和６年度第２回目黒区障害者自立支援協議会本会議 
報告事項 （ 施設就労部会 ） 

１．活動報告及び活動を通じて得た課題 

（１）活動報告 

 10/21 一般就労部会との合同部会を開催 

    ・就労選択支援サービスについて 

    ・就労系障害福祉サービスの一時的な利用について 

 

 11/21 第 2回施設就労部会（予定） 

（２）活動を通じて得た課題 

※各部会の所掌する障害の分野に関する課題や他の部会と共有して解決すべき課題に

ついて記載してください。 

 

 今日の時点では特にありません。 

 

 

 

 

 

２．本会議で協議したい事項 

この度の本会議で協議したい事項がある場合は、事前に事務局宛てにご連絡をいただ

くとともに、その協議内容の具体的な説明をお願い致します。 

 

特になし 
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令和６年度第２回目黒区障害者自立支援協議会本会議 
報告事項 （子ども部会） 

１．活動報告及び活動を通じて得た課題 

（１）活動報告 

①６月：「今を語ろう会」不登校のお子さんの現状と課題について 

亀田 徹氏（ガブリエル理事・元文部科学省）より、お話をいただいた。 

・多様な学びを選択できるような教育の大切さ、支援を必要とする児童、保護者の現

状を知る機会となった。 

②７月：事例検討（医療的ケアを必要とする児童の支援と社会資源について） 

・区内在住、呼吸器をつけており保育園に入園できないお子さんの保護者の思い、児

童の現状から、理想とする保育や支援等について共有した。 

③９月：１０月開催の本会議に向けて 

・子ども部会の中で、関わる教育関係の方と現状と問題を共有する機会を継続的に持

てる仕組みをつくることが必要と確認した。 

・支援を必要とする児童が所属する教育環境、居場所について 

…様々な事例を通して、考えられる社会資源を出し合った。「エミール」、「世田谷区の

ほっとスクール」など、不登校の児童の受け入れの現状と先進自治体の社会資源につ

いて知る機会となった。 

（２）活動を通じて得た課題 

※各部会の所掌する障害の分野に関する課題や他の部会と共有して解決すべき課題に

ついて記載してください。 

 

事例検討では、子どもの支援に係る部会員それぞれの立場や経験から、支援を必要とする不登

校や医療的ケア児について、幅広く現状や問題が出される。支援を必要とする児童は教育、子

育て支援等様々な関係機関が関わっている。部会内で事例の優先順位を話し合い、事例ごとに

関係する機関を明らかにする必要がある。そして、各機関互いの現状や方針を知る機会を持

ち、地域の課題を抽出していく仕組みづくりが必要。 

 

① 子ども部会で行う事例検討は、各々の部会員の置かれている状況、経験などにより、問題

や課題に対する思いや意見が多岐にわたる。それらの思いや事例を通して、子ども部会に

おける地域課題を抽出し、考えうる課題及び解決策を検討している。 

② 教育が合理的配慮のもとで考える学習の機会の保障と、福祉のサイドで考える学習の機会

の保障の定義やプロセスの違いがある。学校で考える合理的配慮の環境を福祉の現場に具

体的に共有してもらい、その上で可能な個別の福祉的対応を提案し、ともに協議する場が

欲しい。福祉のアプローチの手法を使うことによって、子どもができることを増やし自信

につなげていくことができる。 
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③ 支援を必要とする児童が不登校になった場合、連携が必要な事例については、教育で利用

できる制度や社会資源と、福祉で利用できる制度や社会資源について、それぞれの領域で

把握しているかを共有する機会を持てていない。互いに無理のない範囲で、その時々のテ

ーマについて現状の課題と問題点の共有をし、互いを知り、共通理解につなげる機会が必

要である。 

④ 学校の、合理的配慮における基礎的環境の整備の状況について、個別の事例を通して知る

機会がない。関係する教育関係の方と、現状と問題を共有するとともに地域の課題を抽出

できないか話し合う仕組みつくりが必要。 

⑤ 保育園に入園できない呼吸器を装着した医療的ケアのある児童について、保育園に入園で

きても療育が必要であり、親子ともに安心して朝から夕方まで療育を受けられる方法につ

いて、療育と保育、教育、福祉等様々な関係機関に及ぶ連携が必須である。 

２．本会議で協議したい事項 

この度の本会議で協議したい事項がある場合は、事前に事務局宛てにご連絡をいただ

くとともに、その協議内容の具体的な説明をお願い致します。 

 

特になし 
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令和６年度第２回目黒区障害者自立支援協議会本会議 
報告事項 （意思疎通支援部会） 

１．活動報告及び活動を通じて得た課題 

（１）活動報告 

 

〇9月 30日（月）に第 1回部会を開催し、各部会員の活動報告及び情報共有を行った。 

 視覚障害、聴覚障害、肢体不自由、失語症、高次脳機能障害等障害種別はそれぞれ異なるが、

困っている悩みは皆同じであることが認識できた。 

 

（２）活動を通じて得た課題 

※各部会の所掌する障害の分野に関する課題や他の部会と共有して解決すべき課題に

ついて記載してください。 

 

〇当事者団体の機能維持と持続可能な横のつながりの確保 

 

〇ヘルパーやボランティアの人材確保及び人材定着策の検討 

 ヘルパーの報酬改善及びボランティアの有償化等 

 

 

 

 

 

２．本会議で協議したい事項 

この度の本会議で協議したい事項がある場合は、事前に事務局宛てにご連絡をいただ

くとともに、その協議内容の具体的な説明をお願い致します。 

 

特になし 
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令和６年度第２回目黒区障害者自立支援協議会本会議 
報告事項 （防災部会） 

１．活動報告及び活動を通じて得た課題 

（１）活動報告 

令和６年６月２４日コア会議にて年間計画作成予定 

令和６年７月２９日 第１回防災部会 年間計画の説明と新規部会員紹介 

令和６年９月１日  目黒区主催 リモート防災アトラクション（地震編）参加 

令和６年９月１８日 第２回 防災部会（研修） 

          目黒区介護保険事業者連絡会主催 防災部会オブザーバー参加 

          テーマ「防災について」共生・協働・支えあいを地域で考える 

          グループワーク 

          オフィス園崎 園崎秀治先生 

令和６年１０月２４日 第３回 防災部会 防災意識の啓発 

令和６年１１月１６日 スマプラフェスタ ブース参加 

令和６年１２月中旬  第４回 防災部会 要配慮者への現状と取り組み（調整中） 

令和６年１２月７日  めぐろふれあいフェスティバル 

（２）活動を通じて得た課題 

※各部会の所掌する障害の分野に関する課題や他の部会と共有して解決すべき課題に

ついて記載してください。 

 

〇ＢＣＰ（事業継続計画）策定の義務 計画を実行できるよう普段からの周知・研修・ 

地域及他施設等との連携の仕組みの必要性 

〇目黒区内 障害サービス事業者及び介護サービス事業者との連携 

２．本会議で協議したい事項 

この度の本会議で協議したい事項がある場合は、事前に事務局宛てにご連絡をいただ

くとともに、その協議内容の具体的な説明をお願い致します。 

 

〇目黒区が認識している要配慮者防災計画において障害分野での課題（情報共有） 

各サービス事業所の情報把握（メールや伝達方法）＝障害サービス連絡会の設立等 

〇要配慮者災害時協定 登録状況等 

〇防災士養成事業実施 

 


